
 
 
 

 
近年、廃プラスチックによる環境汚染が深刻化する中、世界各国では法整備等による取引

規制や啓発活動等により、対策を進めています。 
我が国唯一の包装関連分野における学術団体である日本包装学会ではこの度、プラスチッ

クによる環境汚染問題について理解を深めるべく、世界各国から専門家を招聘し、講演会を

開催することにいたしました。プラスチックと環境問題に関わる世界の最新事情について知

る絶好の機会ですので、是非とも奮ってご参加ください。 
 

日  時：令和元年 7 月 11 日（木）15:00～17:30 
場  所：東京大学弥生講堂（東京都文京区弥生 1-1-1）一条ホール 
参集範囲：包装技術に関心のある専門家、報道関係者 
参 加 費：会員・一般参加者 http://www.spstj.jp/event/nenji/28/sanka.html をご参照下さい。 

※報道関係者は無料（但し、続いて行われる交流会パーティーへの参加は有料） 
 

包装学会年次大会中に開催される国際シンポジウム”IPS’19”として開催 
 

【プログラム】 
【講演１】循環経済におけるバイオプラスチック - 神話と事実、機会と脅威 

講演者：Hasso von Pogrell 氏（European Bioplastics, Managing Director） 
 

【講演２】プラスチックの無い海を目指す台湾でのプラスチック管理 
講演者：Christina Chun-Ling Ho 氏（R.O.C.環境保護局, Senior Specialist） 

 
【講演３】海洋プラスチック汚染問題に関する目的と対策のマッピング 

講演者：石川雅紀氏（神戸大学名誉教授） 
 

【パネルディスカッション】 
座 長：宮田 剣氏（山形大学助教） 

 
※講演は英語で行われますが、日本語にて同時通訳あり。 
 

【問合せ先】 
日本包装学会理事 瓦谷孝一ロバート 

（日本包装学会事務局内） 
〒169-0073 

 東京都新宿区百人町 1 丁目 20-3 バラードハイム 703 
電話(03)5337-8717 FAX(03)5337-8718 
Email: office@spstj.jp 

日本包装学会主催講演会 

「プラスチック包装の法規制動向と海洋環境保全」を開催します！ 

添付資料（次ページ） 

IPS'19 開催案内ポスター 

http://www.spstj.jp/event/nenji/28/sanka.html





